
 

 

１ 調査名称：（立川市）総合都市交通体系調査 

 

 

２ 調査主体：立川市 

 

３ 調査圏域：東京都市圏 

（交通上密接な関係を持つ近隣市を含めた範囲を調査の範囲とする。） 

 

４ 調査期間：平成 23年度から平成 24年度 

（平成 22年度事業費については、市単独費） 

 

５ 調査費：１７，２２０千円（当年度までの合計：１７，２２０千円） 

平成 23年度事業費 9,345千円 

平成 24年度事業費 7,875千円 

（平成 22年度事業費については、市単独費） 

 

６ 調査概要： 

  少子高齢化をはじめとする社会経済状況の変化やユニバーサルデザイン、環境

負荷の低減等の社会的要請など、社会を取り巻く状況は大きく変化してきている。

こうした状況の中、立川市においても状況の変化に対応した都市活動や交通施策

のあり方を示すことが急務となっている。 

立川市における都市活動は、東京区部、埼玉県、神奈川県などからの通勤を含

む首都圏レベルの広域的な活動、隣接市を含む自立都市圏における活動、日々の

暮らしに必要な活動、といった階層性を持っている。都市活動の階層性を踏まえ、

立川市を取り巻く状況の変化に対応した持続可能な都市を実現するために、立川

市の交通政策のあり方を示す交通マスタープランを策定することとしている。 

調査３年目となる今年度は、昨年度までの調査成果を踏まえて更に土地利用や

交通の実態調査を行い、関係者や市民等からの意見を踏まえて、都市活動のビジ

ョンを示すとともに、将来の交通のあり方を交通マスタープランとしてとりまと

めることを目的とする。 

 

 

（様式－１ 表紙） 



Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：交通マスタープラン策定調査委託 

 

 ２ 報告書目次 

 

【本編】目次 

第１部 業務の概要 

第２部 立川市交通マスタープラン・本編 

   第１章 交通マスタープラン策定の意義 

第２章 社会経済環境の変化 

第３章 立川をとりまく都市活動・交通の実態 

    第４章 立川をとりまく都市活動・交通の特徴と課題 

第５章 都市づくりの基本理念と望ましい都市活動・交通の目標 

第６章 都市活動を支える交通施策の展開方針 

第７章 望ましい都市活動・交通の実現に向けて 

補 章 あるまちのある一家のおはなし 

  用語解説 

第３部 立川市交通マスタープラン・概要版 

１．交通マスタープラン策定の意義 

   ２．立川をとりまく都市活動・交通の特徴と課題 

３．都市づくりの基本理念と望ましい都市活動・交通の目標 

４．都市活動を支える交通施策の展開方針 

５．望ましい都市活動・交通の実現に向けて 

 

【資料編】目次 

第１部 業務の概要 

第２部 関係者、市民等からの意見聴取 

   １．交通マスタープラン会議の運営支援 

２．個別ヒアリングの実施 

３．市民等からの意見の聴取 

３－１．パブリックコメントの実施 

    ３－２．シンポジウムの実施 

第３部 収集・整理した各種データ 

１．社会経済情勢に関する各種データ 

２．立川をとりまく都市活動・交通の実態に関する各種データ 

２－１．立川をとりまく人々の活動の実態に関する各種データ 

２－２．立川をとりまく交通と物流の実態に関する各種データ 

（様式－２a 調査概要） 



３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

○立川市交通マスタープラン会議 構成員 

所 属 備 考 

日本大学客員教授 矢島 隆 座長 

大妻女子大学社会情報学部教授 松本 暢子 副座長 

国土交通省関東地方整備局建政部都市整備課  

国土交通省関東運輸局企画観光部交通企画課  

国土交通省関東地方整備局国営昭和記念公園事務所調査・品質確保課  

東京都都市整備局都市基盤部交通企画課  

警視庁立川警察署交通課  

東日本旅客鉄道株式会社八王子支社総務部企画室  

西武鉄道株式会社鉄道本部計画管理部計画課  

多摩都市モノレール株式会社総務部事業課  

立川バス株式会社運輸部計画課  

西武バス株式会社経営企画部運輸計画課  

京王電鉄バス株式会社営業部営業第一担当  

社団法人東京乗用旅客自動車協会総務委員会  

立川商工会議所  

社会福祉法人立川市社会福祉協議会地域活動推進課  

立川市総合政策部まちづくり調整課  

立川市都市整備部交通対策課  

立川市都市整備部道路課  

立川市都市整備部都市計画課  

     計              20名  

庁  内  庁  外 

立川市まちづくり 21推進本部 

まちづくり検討部会 

事   務   局 

交通マスタープラン作業グループ 

立川市まちづくり 21推進委員会 
情報提供 

意見聴取 

立川市交通マスタープラン会議 

（様式－２b 調査概要） 



Ⅱ 調査成果 

 

１ 調査目的 

交通マスタープラン会議をはじめとする関係者等から聴取した意見を参考に

しながら、都市活動に着目した立川における都市活動のビジョンをまとめる。 

その都市活動のビジョンや交通に関する分析結果等をもとに、立川における

様々な都市活動を効果的に支えるための将来の交通のあり方に関して検討し、立

川における交通の基本方針として交通マスタープランを以下のように策定する。 

 

（１）土地利用及び交通に関する現状整理と動向分析 

１）土地利用の実態把握 

土地利用に関する調査結果等を用い、立川における都市活動に関係する区

域の土地利用の現状を整理するとともに、今後の土地利用の動向について分

析を行う。分析にあたっては、市域ではなく地域や圏域としての土地利用の

動向に着目し、今後の動向について分析を行う。 

 

２）交通手段や物流に関する実態把握 

立川における交通手段別の地域間の移動実態を明らかにするために、平成

20年度東京都市圏パーソントリップ調査データを活用し、代表交通手段別の

トリップの特徴を分析する。分析にあたっては、年齢階層などの個人属性や

移動目的と利用交通手段との関係に着目するものとし、鉄道駅を利用する人

については端末の交通手段についても分析するものとする。 

また、物流に関する調査結果等を用い、物流の現状を整理し、今後の物流

の動向について分析を行う。 

 

３）交通サービスの実態把握 

交通サービスに関する調査・計画や、庁内における交通施策に関する最新

の情報等を収集し、立川における道路や鉄道、バス、自転車などの交通ネッ

トワークの状況、鉄道乗降客数やバス利用者数などの交通機関の利用状況等

を把握するとともに、立川市内における交通施策の取り組み状況等を整理す

る。 

 

（２）関係者、市民等からの意見聴取 

１）交通マスタープラン会議の運営支援 

学識経験者、交通事業者、交通管理者、道路管理者、各種団体等で構成する

交通マスタープラン会議を開催するため、検討資料の作成、及び会議結果の

とりまとめを行う。 

 

（様式－３a 調査成果） 



２）個別ヒアリングの実施 

交通マスタープラン会議の構成員に個別ヒアリングを実施し、現状の課題、

今後の事業展開、交通マスタープランに対する意見などを聴集し、とりまと

めを行う。 

 

３）市民等からの意見の聴取 

パブリックコメント実施のための準備や資料作成を行うとともに、市民等か

らの意見の整理や対応方針の検討を行う。また、市ホームページや広報以外

に、市民等へ周知し意見聴取するための方策について検討し実施する。 

 

（３）交通マスタープランの策定 

１）都市活動のビジョン 

昨年度までの調査成果及び今年度の調査を踏まえ、また、交通マスタープラ

ン会議をはじめとする関係者等から聴取した意見を参考にしながら、都市活動

に着目した立川における都市活動のビジョンをまとめる。まとめにあたっては、

ビジョンで示された姿を実態に即してわかりやすく理解できるような示し方

等についての検討を行う。 

 

２）交通の基本方針の検討 

都市活動のビジョンや交通に関する分析結果等をもとに、立川における様々

な都市活動を効果的に支えるための将来の交通のあり方に関して検討し、立

川における交通の基本方針としてとりまとめを行う。 

 

３）交通マスタープランの冊子作成 

昨年度までの調査の結果と(1)から(3)2）までの検討結果を、交通マスター

プランとして冊子にとりまとめる。また、交通マスタープランの内容を簡単

に説明した概要版を作成する。 

（様式－３a 調査成果） 



２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 土地利用及び交通に関する 

現状整理と動向分析 

1)土地利用

の実態把

握 

2)交通手段

や物流に

関する実

態把握 

3)交通サー

ビスの実

態把握 

 

(3) 交通マスタープランの策定 

 

(2) 関係者、市民等からの

意見聴取 

1)交通マスタープラン 

会議の運営支援 

2)個別ヒアリングの実施 

3)市民等からの意見の

聴取 

1)都市活動

のビジョン 

2)交通の基

本方針の

検討 

3)交通マス

タープラン

の冊子作

成 

4)報告書のまとめ 

（様式－３a 調査成果） 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市域 東京都区部方面

神奈川方面

青梅線沿線方面
≪第1層≫
東京都市圏
レベルの

広域的な活動

埼玉方面

山梨方面

≪第2層≫
隣接市を含む
自立都市圏に
おける活動

東大和市・小平市武蔵村山市

昭島市

日野市
国立市・国分寺市

≪第3層≫
日々の暮らしに
必要な活動

３層からなる活動のイメージ図

狛江市

羽村市
瑞穂町

立川市 武蔵野市

府中市

調布市

小金井市

日野市

東村山市

国分寺市

国立市

田無市

東大和市

羽村市

昭島市

青梅市

三鷹市

八王子市

武蔵村山市

西東京市
あきる野市

稲城市多摩市

東久留米市

清瀬市

福生市 保谷市

小平市

立川市への依存度（全目的、小ゾーン） 

（各ゾーンの発トリップのうち、立川市を着地とする 

トリップの割合） 

各ゾーンの発トリップのうち、

立川市を着地とするトリップ

の割合が５％以上のゾーンを

立川都市圏と定義する 

立川都市圏の範囲 

（様式－３a 調査成果） 



４ 調査成果 

  望ましい都市活動・交通の目標及び都市活動を支える交通施策の展開方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



都市活動を支える交通施策の展開方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



望ましい都市活動・交通の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－３b 調査成果） 



 

（様式－３b 調査成果） 


